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第
六
章

産
業
経
済
の
現
状
と
将
来

農
業

本
村
は
富
士
北
麓
に
位
置
し
、

集
落
は
海
抜
九
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
点
在
す
る
。
年
平
均
気
温
摂
氏
十
度
で
、

年
間
降
水
量

は
一
六
六
〇
ミ
リ
で
、
雨
は
主
に
夏
に
多
い
と
い
う
気
象
条
件
に
あ
る
。
ま
た
、
村
内
に
は
河
川
や
湖
沼
が
な
く
、
水
資
源
に
は
恵
ま
れ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
畑
作
専
門
の
農
業
で
あ
り
、
明
治
・
大
正
を
経
て、

昭
和
四
十
年
代
初
期
ま
で

は
雑
穀
・
養
蚕
を
主
体
と
し
た
自
給
自
足
型
農
業
が
本
村
の
主
な
産
業
で
も
あ
っ
た
。
現
金
収
入
は
養
蚕
や
山
林
に
依
存
し
て
い

た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
よ
り
始
ま
っ
た
日
本
経
済
の
高
度
成
長
は
、

昭
和
四
十
年
代
に
本
村
へ
も
影
響
を
与
え
、

自
動
車
の
普
及
、

道
路
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
栽
培
作
物
は
市
場
出
荷
野
菜
に
変
わ
っ
た
。

第
4 9
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
大
根
、
と
り

わ
け
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
伸
び
が
著
し
い
。
昭
和
四
十
六
年
夏
ダ
イ
コ
ン
、
同
五
十
三
年
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
の
二
品
目
が
農
林
水
産
省
か
ら
産
地

指
定
を
受
け
て
い
る
。
高
冷
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
レ
タ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
も
生
産
さ
れ
て
い
る
。

本
村
の
こ

れ
ら
農
産
物
は
、

主
に
京
浜
地
方
や
東
海
道
線
沿
線
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
本

村
の
土
質
、

気
候、

交
通
な
ど
の
諸
条
件

に
恵
ま
れ
、
し
か
も
、
大
規
模
な
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
村
農
業
経
営
の
基
幹
作
物
と
な
り
、
作
付
面
積
も
昭
和
五
十
六
年

で
は
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
大
で
あ
る
。
ま
た
、

農
業
政
策
の
転
換
に
よ
る
休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て
、
富
士
市
、

都
留
市
な
ど
の
近

隣
市
町
村
へ
の
借
入
れ
出
作
農
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
昭
和
五
十
八
年
に
は
約
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、

大
き
な
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
連
作
障
害
に
よ
る
作
況
不
安
定
、
産
地
競
合
に
よ
る
価
格
の
低
迷
、

農
業
と
他
の
産
業
と
の
所



(第49表)1
耕 地 馬 鈴 薯| 大 豆 小 豆

年 次
(ha) 普通畑 桑牧

園
草
・
地
面
(ha)
積|収
(
穫
t)
量 面 積 収穫量 面 積 収穫量

昭和30年 179 125 47.5 760.0 41.9 54.0 10.1 8.0

40 292 211 81| 40.7 672.0 13.4 12.7 5.7 2.7

45 299 299 41.0 664.0 7.0 6.3 3.0 1.2

48 251 248 18 315

49 251| 248 18 306

50 249 246 17 272

251 245 18 279

52 250 242 8 18 306

53 250 242 17 292

54 250 242 17 289

55 249 241 16 253

56 248 240 15 264 2

60 248 221 27 - -
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得
較
差
が
広
が
る
こ
と
に
よ
る
農
業
従
事
者
の

高
齢

0
0

2
2

2
1

1
1

ce m
o J

1
1

0
1

化
・
後
継
者
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え

1

1
0

3
3
0

0 3
0

3
2

1
1

1
1

て
お
り
、
前
途
は
明
る
く
な
い
。
と
く
に
、
昭
和
五
十

九
年
、
六
十
年
、
六
十
一
年
と
三
年
連
続
の
キ
ャ
ベ
ツ

豆
3

om
e
n

2
1

-
2

0
2

2
1

2
豊
作
に
よ
る
生
産
過
剰
か
ら
の
出
荷
価
格
暴
落
は
、

キ
ャ
ベ
ッ
生
産
中
心
の
本
村
の
農
業
の
行
く
手
に
暗
い

0
0

2
1

1
2

3
2

2
2

2
0

影
を
落
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

又
、
最
近
の
鳴
沢
村
農
業
の
新
ら
し
い
動
向
と
し
て

花
き
栽
培
が
あ
る
。

鳴
沢
村
の
自
然
条
件
を
利
用
し
て

0

-

4
昭
和
三
十
三
年
に
導
入
さ
れ
た
花
き
栽
培
は
定
着
し
、

3
3

3
6

8
80

0
0

0
0

キ
ク
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ト
リ
カ
ブ
ト
等
々
の

産
地
と

し
て
年
間
二
千
万
円
に
の
ぼ
る
販
売
額
を
あ
げ
こ
れ
か

ら
が
期
待
さ
れ
る
農
業
部
門
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
暗
い
状
況
を
受
け
て
、

第
一
次
鳴
沢
村

V
0
0

0
2

1
0

総
合
計
画
で
は

1
労
働
力
の

質
と
量
の
確
保

4 5
4

i
n

5
6

機
械
の
導
入
に
よ
り
質
を
補
完
(
導
入
資
金
の

斡

旋
、

利
子
補
給
)
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(第49表)2
いんげん うもろ

年 次(未成熟)(
とさ
未
し
成熟)

だいこん きゃべつはくさい悲つ 結け な な すやまいも

面積害収量穫面積
「収
量
穫 面積||量収

穫面積量収穫:面 積量
収 穫面積量

収 穫|面積建量
収
電
穫:面積 最

収穫

昭 和
30年

12.620.060.0156.010.6 290 1.8 450.5 5.0 3.7 22
40 3.4|40..016.5224.071.8142356.110381.0203.17.4126
45 4..0322..0..42..0603.088..017541240..443720)1.014..06.0100
48 -17 23078 279613436182 129 7 105 0 11
49 -.15 18078 2688135 3460 2 1|33 7 112 1
50 - -16 21376 23601303520 2 19 74 0 1
51 4 130 15 188 73 21741303406 2 22 95 1 1 15
52 4 32 15 149 70 193313232002 22 97 1 13
53 133 16 16369 18901313550 3 21 112 12
54 4 34 27 1257 59 183012639100 5 7 98 4|
55 3 23 20 169 51 150013038400 4 12 168

56|2 16 20035 11601304170 135
60 2 ‒‒33 159 -0 9 一

注:非結球つけなは鴫沢菜

(第49表)3
にんじん ごぼ う レ タ ス ね ぎ とまと ほ れん きゅうり

年 次 そ う
面 積収量

穫面 積収量
穫面積収量穫面積

収穫 面積|量収穫面寄積収量穫|面積慎[収量穫

昭和30年1.714.01.515.0 0.4 1.0
40 9.3111.62.419.2 0.7 4.60.3 3.9 18.93.661.0
45 4.032.01.0 7.22.0 460 0 0.1 1.3 16.10.68.0
48 9 1 8 25 0 1|8 1 9

49 1 24 324 1 8

50 19 1 24 537 1 10
51 8 24 0 536 1 |110
52 8 1 25 0 20 743 1 9

53 7 1 8 1 26 0 637 1 10
54 3 0 10.0 0 427 1 10
55 2 1000 2 554 10
56 0 2 120 559 2
60 0 0 0 5
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後
継
者
育
成
対
策

2
耕
地
面
積
の
確
保

他
村
借
入
出
作
(
借
入
れ
の
た
め
不
確
定
要
素
が
多
い
)

稲
作
転
換
田
の
利
用
(
農
業
委
員
会
の
斡

旋
)

牧
野
改
良

3
耕
地
老

朽
化
対
策

土
つ
く
り
対
策
の
推
進

輪
作
体
系
の
樹
立
推
進
、

適
作
物
の
開
発

耕
地
の
交
換
に
よ
る
作
付
(
林
地
開
墾
、
牧
草
な
ど
と
野
菜
作
の
交
換
作
付
)

4
流
通
機
構
の
整
備

農
業
制
度
資
金
の
活
用

農
業
用
資
材
の
合
理
的
調
達
(
種

子、
農

薬
、

肥
料
、
機

械、
そ
の
他
)

農
産
物
の
集
出
荷
、

販
売
体
制
の
整
備
強
化
、

施
設
整
備
と
活
用

5
農
業
委
員
会
、
農
協
な
ど
の
地
域
に
適
合
し
た
活
動
強
化

流
通
、

金
融
、

生
産
指
導

6
農
民
の
教
育
研
修
、
協
同
意
識
の
向
上

グ
ル
ー
プ
の
育
成
的
の
も
の
、

全
域
に
わ
た
る
も
の

7
観
光
農
業
の
推
進
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方
法
、
取
り
あ
げ

方
、
適
地
域
性
、

適
作
物
性
な
ど
の
研
究
開
発
、

需
要
と
供

給
の
開
発
、

定
着
化
(
兼
業
農
家
群
の
参
加
)

民
間
観
光
資
本
、

都
市
需
要
者
な
ど
と
の
連
携
と
村
内
供
給
者
の
開
発

8
商
品
化
率
の
高
い
適
作
物
の
導
入

試
験
、

研
究
、

情
報
交
換

9
農

道
整

備

補
助
事
業
の
積
極
的
導
入

以
上
の
9

項
目
を
農
業
振
興
の
た
め
の
対
策
と
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、

地
域
所
得
向
上
に
努
力
し
た
。

第
一
次
総
合
計
画
は
確
実
に
実
行

さ
れ
て
お
り
、
集
荷
所
建
設
、
土
つ
く
り
、
農
協
施
設
、
農
道
、
各
種
団
体
の
育
成
な
ど
の
農
業
振
興
対
策
も
実
行
さ
れ
た
が
、
最
終
目

標
で
あ
る
所
得
向
上
は
他
の
産
業
よ
り
も
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

第
二
次
総
合
計
画
で
は
、

第
一
次
産
業
(
農
林
業
)
の
就
業
比
率
が
昭
和
七
十
年
に
は
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
す
る
と
い
う
予
想
を

た
て
、

本
村
の
農
業
の
再
検
討
と
し
て
、

1
経
常
収
支
の
見
直
し
、

2
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
対
策
(
軽
薄
短
少
型
営
農
へ
の
転

換
)
、

3

大
型
機
械
と
借
入
出
作
の
再
検
討
、

4
補
助
事
業
の
長
期
的
、

自
主
的
選
択
に
よ
る
自
由
の

確
立
の
4
つ
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。

日
本
の
農
業
が
、
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
諸
国
か
ら
、
市
場
開
放
を
迫
ら

れ
、
す
で
に
果
実
類
を
中
心
と
し
た
貿
易
自

由
化
が
進
ん
で
い
る
現

在、
日
本
の
農
業
の
前
途
は
楽
観
を
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
動
き
に
、

本
村
農
業
の
将
来
も
全
く
無

縁
で
は
な
い
。

林
業

本
村
は
、
富
士
北
麓
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

山
林、

原
野
の
中
に
村
が
あ
る
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
広
大
な
面
積
で
あ
る
。
山
林
面



(第50表)
分 昭和35年 45 55 60

林 家数(保有山林規 286 304 303 239模別)
1 ha 未 満 133 138 148 127

126 134 127 94
10 28 20 16

10 20
20 30 1

30 50
50 100

100ha 以 上
農 家 の 林 家 282 277 33 201
非農 家 の 林 家 27 70 38

- 990

2
積
は
村
の
面
積
の
九
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め、

そ
の
う
ち
八
五
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
(
六
八
八
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
が
県
有
林
(
恩
賜
林
)
で
、
村
有
林
三
・
八
パ
ー
セ
ン

1
0

W
5
3

3
7 0

ト
、

民
有
林
一
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

第
5 0
表
に
よ
る
と
、
農
家
の
林
家
数
は
年
々
、
減
少
し
て
い
き
、
非
農
家
の
林
家

0
0
3

1
AR
K

E

が
ふ
え
て
い
っ
て
い
る
の
が
よ
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
、
別
荘
地
や
ゴ
ル
フ
場
等
の
観

光六
開
発
なれ
どー
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1 9
7

1
re
s
u

d
4

県
有
林
は
、
明
治
四
十
四
年
に
明
治
天
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、

恩
賜
林
と

2

も
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在
、
山
梨
県
、
鳴
沢
村
、
及
び
鳴
沢
村
外
一
町
二
か
村
恩
賜

県
有
財
産
保
護
組
合
に
よ
り
、

保
護
、
管
理
さ
れ
、

部
分
林
の
設
定
管
理
が
な
さ
れ

満
5

01

て
い
る
。

S
S

S
S

S
S

山
林
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
復
興
期
(
昭
和
三
十
年

代)
ま
で
は
、

本
村
の
各
種

区
1
1
5

2 0
団
体
か
ら
個
人
に
い
た
る
ま
で
、
用
材
、
薪
炭
の
売
り
上
げ
が
大
き
な
現
金
収
入
と

な
り
、
そ
の
副
産
物
は
肥
料
、
生
活
燃
料
と
な
り
、

経
済
上
の
地
位
は
非
常
に
高
か

っ
た
。
し
か
し
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
中
で
、
本
村
の
林
業
は
、
最
も
衰
退
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

②
安
い
外
国
材
の
輸
入
、
②
木
材
建
築
の
減
少
、
⑩
素
材
の
変
化
(
代
替
材
の
開
発
)
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
将
来

と
も
増
幅
さ
れ
な
が
ら
進
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

本
村
は
、
寒
冷
地
で
あ
る
た
め
、
樹
種
は
市
場
性
が
低
く
、
成
長
も
お
そ

い
た
め
、
山
林
は
財
産
保
持
的
な 女
性
格
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
時
中
の
濫
伐
と
、
そ
の
後
の
植
林
に
よ
る
若
齢
林
が
多
い
た
め
と
、

ま
た
、
伐
採
可
能
な
山
林
に
し
て
も
、

賃
金
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

木
材
販
売
収
入
よ
り
も
伐
採
あ
と
地
の
造
林
経
費
が
多
く
な
る
場
合
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も
あ
り
積
極
的
な
林
業
経
営
が
行
わ
れ
に
く
い
現
状
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

森
林
資
源
を
守
り
育
て
る
本
格
的
林
道
と
し
て
、

か
や
つ
け
、

大
田
和
林
道
が
昭
和
五
十
七
年
三

月
、

延
長
四
千
百
三
十
八
メ
ー
w

ト

ル
、
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
で
全
線
開
通
し
た
。
こ
の
林
道
は
昭
和
五
十
三

年
度
よ
り
隣
接
地
主
の
協
力
に
よ
り

全
通
し
た
も
の
で

あ
る
。

今

後
こ
の
林
道
を
利
用
し
た
民
有
林
の
林
業
振
興
が

期
待
さ
れ
る
。

本
村
で
は
、

林
業
振
興
対
策
と
し
て
、

1
森
林
を
産
物
収
入
源
と
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

緑
の
地
域
集
団
と
し
て
と
ら

え
、
森
林
公
園
的
観
点
の
効
果
、
活

用
を
考

え

る
。

2
部
分
林
は
、
計
画
的
に
長
期
的
視
野
の
も
と
造
林
、
管
理
を
行
う
。

3
林
道
の
計
画
的
整
備
を
行
う
。

4
足
和
田
山
南
面
は
水
源
か
ん
養
、
災
害
防
止
(
自
然
歩
道
客
に
よ
る
山
火
事
な
ど
)、
森
林
蓄
積
な
ど
の
観
点
か
ら
継
続
的
な
育
成
が
の

ぞ
ま
れ
る
。

森
株
林
組
合
の

強
化
、

組
織
、

機
能
、

上
級
機
関
と
の

連
携

6
特
殊
林
産
の
振
興

き
の
こ
類
の
振
興
と
適
地
性
高
収
益
樹
種
の
振
興

以
上
、
六
項
目
を
林
業
振
興
の
た
め
の
対
策
と
し
て
策
定
し
、

農
業
振
興
と
同
じ
よ
う
に
、

最
終
目
標
を
所
得
向
上
と
し
て
造
林
、

間

伐
な
ど
に
努
め
た
が
、
今
も
っ
て
他
産
業
よ
り
も
低
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

第
二
次
総
合
計
画
で
は
、

第
一
次
計
画
の
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
、
「
鳴
沢
村
の
将
来
図
」
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い

21

る
。



(第51表) 業種別商店数
「商業統計調査」

年 次 合 計 卸 売 飲小
食料
売
品衣
回
料
り小
身売の二合飲 食店[小

自転
動
車
売|
電
小

家
気
庭
機械
売

用日
人
そ
小
の他の

売

昭和49年 44 13 15
51 51 14 2 17
54 38 10 17
5 13 17

-992 ‒̶

輸
入
材
の
圧
迫
と
代
替

材
、

木
造
建
築
の
減
少
と
住
宅
の
充
足
な
ど
の
木
材
ば
な
れ
で
、
山
林
は
産

業
的
な
見
通
し
が
暗
く
、

戦
後
植
林
し
た
も
の
も
伐
期
が
来
れ
ば
、
国
内
だ
け
で
も
生
産
過
剰
に
な
る

用
械
売

と
い
わ
れ
て
い
る
。

1
1

1
1

現
在
の
山
林
の
存
在
価
値
は
そ
の
土
地
に
あ
る
。

車
車
売
4

4
2

3
山
林
は
後
世
に
残
し
伝
え
る
土
地
資
源
と
し
て
、

所
有
権
、
地
上
権
を
確
保
し
、

有
事
に
備
え
て
手
入

転
動

れ
撫
育
等
に
つ
と
め
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

自
自
小

8 6
8

こ
の
よ
う
に
、

将
来
的
に
み
て
も
鳴
沢
村
の
林
業
の
前
途
は
明
る
い
も
の
で
は
な
い

が
、

林
地
利
用

0
2

の
複
合
的
構
造
を
考

え
、

長
期
的
展
望
に
た
っ
た
保
護
管
理
に
よ
り
、

自
然
休
養

林、
自
然
保
護
、
国

1
1

土
保
全
、
水
源
涵
養
な
ど
、
多
目
的
機
能
を
果
た
す
林
業
を
め
ざ
し
て
い
る
。

商
業

2
2

2
3
0

商
業
は
人
の
衣
・
食
・
住
に
関
連
し
て
営
ま
れ
る
業

種
の
た
め
、

地
域
の
人
口
規
模
の
大
・
小
に
よ

っ
て
、
そ
の
地
域
の
商
業
規
模
も
決
ま
っ
て
く
る
。

4
5 .
3 8
4 1

第
5 1
表
は
、

本
村
の
業
種
別
商
店
数
の
推
移
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
て
目
に
つ
く

こ
と
は
、

昭
和
五
十
一
年
か
ら
五
十
四
年
に
か
け
て
の
飲
食

店、
飲
食
料
品
小
売
店
の
急
減
で
あ
る
。

5 1
5 0
5

特
に
、
飲
食
店
は
、
経
済
の
好
・
不
況
に
敏
感
に
反
応
す
る
業
種
で
あ
る
。
昭
和
五
十
二

年
～
五
十
三

_
1

年
に
か
け
て
、

急
速
な
円
高
が
続
き
、

昭
和
五
十
三
年
三
月
に
は
完
全
失
業
者
が
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
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(第52表) 従業者数及び商品販売額
「商業統計調査」 (単位:万円)

年 次 従業
(A
者
)
総数 年間

(
販
B)
売額 従

の
業
年
者
間販
1人
売
あ
額
たり

(B/A)
昭和49年 230人 80,150 348,5

51 245 123,045 502,2
54 175 122,055 697,5
57 162 190,577 1176,4

‒-993̶

で
、

昭
和
三

十
四
年
以
来
最
高
と
な
り
、
円
高
不
況
が
叫
ば
れ
た
時
で
も
あ
っ
た
。
日
本
経
済
の
動
き

が
鳴
沢
村
の
商
業
の
動
向
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第 23
表
は
、

鳴
沢
村
の
商
業
従
業
者
数
及
び
商
品
販
売
額
の
推
移
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭

和
四
十
九
年
と
同
五
十
七
年
と
を
比
較
し
て
み
た
場

合、
昭
和
四
十
九
年
の
従
業
者
一
人
あ
た
り
の
販

売
額
が
三
百
四
十
八
万
円
な
の
に
対
し
て
、
同
五
十
七
年
に
は
千
百
七
十
六
万
円
と
四
倍
近
く
に
な
っ

て
い
る
。

商
店
一
軒
あ
た
り
の
従
業
者
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
約
五

人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
約
四
人
に
減
少
し
て
い
る
。
商
店
一
軒
あ
た
り
の
従
業
者
が
減
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
あ
た
り
の
販
売
額
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
鳴
沢
村
の
商
業
経
営
に
何
ら
か
の
変
化
が
出

2
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
村
の
商
業
の
特
徴
は
、
村
の
人
口
が
少
な
く
、
商
業
発
達
の
地
域
基
盤
が
弱
い
。
そ
れ
ら
に
加
え

て
自
動
車
の
普
及
、
村
外
通
勤
者
の
増
加
、
富
士
吉
田
市
な
ど
へ
の
大
型
店
進
出
な
ど
で
、
村
内
の
購

5
5 5
5

買
力
は
村
外
へ
流
出
す
る
傾
向
が
強
い
。
村
内
の
商
店
の
多
く
が
小
規
模
家
族
経
営
型
で
、
日
用

品
、

雑
貸
、

食
料
品
な
ど
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
観
光
関
連
の
商
店
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

生
活
必
需
品
や
日
用
・
雑
貨
品
は
村
内
で
十
分
で
、
不
足
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い
。

村
で
は
第
一
次
鳴
沢
村
総
合
計
画
の
中
で
、

商
業
振
興
対
策
と
し
て

1
支
持
人
口
の
量
的
増
加
を
当
面
別
荘
地
な
ど
に
求
め
、

産
業
振
興
に
よ
り
消
費
人
口
の
増
加
を
期
待
す
る
。

2
質
的
安
定
度
の
高
ま
り
を
当
面
主
産
業
の
所
得
増
加
に
求
め
、
別
荘
地
及
び
産
業
振
興
に
期
待
す
る
。
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3
国
、

県
な
ど
の
金
融
、
制
度
資
金
等
の
活
用
、

商
工
会
活
動
の

振
興
及
び
こ
れ
ら
の
助
成

以
上
の
三

点
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、

第
二
次
総
合
計
画
で
は
、

第
一
次
総
合
計
画
の
反
省
の
上
に
た
っ
て
、

次
の
よ
う
に
提
言
す
る
。

産
業
の
振
興
に
よ
っ
て
人
口
増
加
を
図
る
こ
と
が
消
費
人
口
を
増
や
し
、
商
業
の
振
興
に
結
び
つ
い
て
い
く
。
鳴
沢
村
は
、
村
外
か
ら

の
転
入
者
の
増
加
に
よ
っ
て
、
都
市
型
の
混
住
社
会
へ
変
貌
し
つ
つ
あ
り
、
顧
客
に
対
し
て
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と

が
、
周
辺
地
域
の
消
費
人
口
の
吸
収
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

観
光

業

富
士
山
の
裾
野
北
面
に
ひ
ら
け
る
鳴
沢
村
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
の
豊
か
な
村
で
あ
る
。
村
内
に

は
、
富
士
山
誕
生
を
物
語
る
数
々
の
自
然
の
造
形
が
残
さ
れ
て
い
る
。
真
夏
で
も
氷
が
解
け
な
い
鳴
沢
氷
穴
、
溶
岩
流
が
樹
木
を
包
ん
だ

ま
ま
冷
え
て
固
ま
り
樹
木
は
中
で
燃
え
て
、
そ
の
木
の
姿
そ
の
ま
ま
に
溶
岩
が
固
ま
っ
て
い
る
特
別
天
然
記
念
物
、
溶
岩
樹
型
な
ど
数
多

い
。
ま
た
、
樹
海
か
ら
富
士
山
頂
ま
で
の
間
に
は
、
自
然
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
種
々
の
植
物
が
み
ら
れ
、
植
物
分
布
の
研
究
に
は
絶
好
の

場
所
で
あ
る
。

東
海
自
然
歩
道
は
富
士
山
を
目
の
前
に
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
で
、

富
士
五
湖
を
一
望
に
で
き
る
五
湖

台、
三
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
青
木
ヶ
原
樹
海
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

富
士
山
を
ひ
か
え
、
富
士
五
湖
の
中
心
に
位
置
す
る
本
村
は
、
富
士
五
湖
観
光
の
通
過
線
上
に
あ
る
景
勝
地
的
存
在
で
、
観
光
資
源
の

拠
点
、
氷
穴
、

紅
葉
台
は
外
部
の
資
本
で
あ
り
、
投
資
を
必
要
と
す
る
観
光
施
設
は
住
民
集
落
か
ら
距
離
的
に
遠
い
。

本
村
は
富
士
五
湖

を
含
め
た
観
光
圏
の
中
に
入
っ
て
い
な
が
ら
、
一
過
性
風
景
地
で
あ
り
、
観
光
客
の
滞
留
点
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
比
較
的
自
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然
、
交
通
な
ど
の
条
件
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
観
光
産
業
に
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
る
良
質
の
観
光
資
源
に
乏
し
く
、
住
民
の
直
接
利
益
に
観

光
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
立
地
条
件
の
た
め
、
夏
休
み
に
集
中
す
る
ス
ポ
ー
ツ
客
の
滞
留
が
ほ
と
ん
ど
で
、

他
は
国
道
通
過
客
で
極
め
て
シ
ー
ズ
ン
性
が
強
い
。
本
村
の
観
光
業
は
土
地
も
広
く
必
要
と
し
、
施
設
へ
の
投
資
額
も
大
き
く
、

利
用
す

る
の
は
夏
季
に
集
中
す
る
た
め
稼
働
率
は
低
い
。

本
村
観
光
業学
振
興
の
た
め
に
は
、
施
設
の
資
本
装

備、
観
光
客
の
誘
致
、
従
業
者
の
確
保
な
ど
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

家
族

の
健
康
管
理
、
資
金
効
率
な
ど
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
本
村
の
第
一
次
総
合
計
画
で

は
、
次
の
よ
う
な
点
を
対
策
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

1
観
光
産
業
に
つ
い
て
の
継
続
的
研
究

1
組
織
、

機
構
の
整

備

2
外
部
へ
の
働
き
か
け

05

2
観
光
資
源
の
保
護
開
発

1
自
然
景
観
を
可
能
な
か
ぎ
り
保
存
す
る
。

2
未
開
発
な
観
光
資
源
を
積
極
的
に
保
護
開
発
す
る
。

①
道
路
整
備
に
よ
る
観
光
資
源
の
掘
り
出
し

⑨
未
利
用
地
(
自
然
放

置)
に
附
加
価
値
を
与
え
自
然
と
の
調
和
あ
る
観
光
資
源
の
開
発

3
観
光
と
地
域
産

業
発

1
既
存
産
業
と
観
光
と
の
結
合
を
図
る
。

2
観
光
産
業
に
伴
い
発
展
を
期
待
さ
れ
る
産
業
の

開
発

4
観
光
基

盤
の
整

備
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1
国
、

県
を
含
め
た
地
域
内
道
路
、

水
道
の
計
画
的
、

有
機
的
な
整

備

5
観
光
施
設
の
整
備

周
辺
観
光
施
設
を
参
考
と
し
て

効
率
的
、

有
機
的
な
施
設
の
整
備
を
は
か
る
。

1
外
部
民
間
資
本
の
導
入

2
住
民
資
本
に
よ
る
も
の
へ
の
援
助

3
国
、
県
な
ど
上
部
機
関
の
施
設
の

積
極
的
誘
導

6
観
光
関
係
団
体
の
育
成

7
土
地
利
用
の

積
極
的
推
進

数
々
の
問
題
を
か
か
え
た
本
村
の
観
光
業
で
あ
る
が
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
ん
だ
新
し
い
観
光
形
態
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ

見
る
だ
け
の
観
光
か
ら
、
積
極
的
に
自
然
や
環
境
の
中
へ
溶
け
込
む
「
す
る
」
観
光
へ
の
変
化
で
あ
る
。
本
村
で
は
、
テ
ニ
ス
な
ど
の

他
に
も
、

作
っ
た
も
の
を
観
光
客
が
自
分
の
手
で
収
穫
す
る
観
光
農
業
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

鳴
沢
村
の
観
光
も
時
代
の
流
れ
に
よ
っ

て
こ
れ
か
ら
も
変
貌
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

工
業

工
業
開
発
は
、
地
元
住
民
の
雇
用
と
所
得
を
増
加
さ
せ
、
担
税
力
を
強
め
、
人
口
の
磁
場
を
作
り
、
地
域
発
展
の
主
導
的
役
割
を
果
た

す
効
果
が
大
き

い
。
そ
の
半
面
、
地
域
に
及
ぼ
す
行
政
需
要
の
増
大
、
公
害
な
ど
の
問
題
に
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

工
業
は
、
あ
く
ま
で
も
経
済
性
を
基
準
と
し
て
、
企
業
の
利
潤
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
体
と
は
異
な
っ
た
性
格
を
持
ち
行
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動
を
行
う
。

本
村
の
工
業
の
現
況
を
み
て
み
る
と
、

1
e
ma

n
d

既
存
工
業

本
村
の
地
域
性
に
よ
り
木
材
関
連
工
業
が
主
で
製
材
・
木
材
・
チ
ッ
プ
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。

村
内
に
あ
る
二
十
四
事
業
所
の
う

ち
木
材
関
係
工
業
が
二
十
一
事
業
所
と
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
小
規
模
個
人
経
営
が
多
い
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
さ
ら
に
そ

の
材
料
を
加
工
し
て
家
具
類
も
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

本
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
社
会
の

木
材
離
れ
現
像
に
伴
い
発
展
を
続
け
た
昭
和
四
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。

2
進
出
企
業

第
一
次
総
合
計
画
で
は
、
「
工
業
の
誘
致
は
今
後
の
鳴
沢
村
の
大
き
な
命
題
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
工
業
の
誘
致
が
実
現
し
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
よ
り
操
業
を
開
始
し
た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
進
出
し
た
二
社
は
先
端
技
術
関
連
企
業
で
本
村
の
雇
用
と

所
得
の

増
加
、
若
者
の
定
着
、
人
口
の
増
加
な
ど
、

鳴
沢
村
の
活
性
化
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
、
地
域
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
現
況
を
ふ
ま
え
て
、
鳴
沢
村
で
は
、
第
二
次
総
合
計
画
で
、
「
今
後
と
も
企
業
の
進
出
を
図
り
、
鳴
沢
村
の
発
展
に
つ
な

い
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
六
点
の
具
体
的
な
対
策
を
あ
げ
て
い
る
。

1
地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
工
場
公
害
の
防
止
に
努
め
る
。

2
既
進
出
企
業
と
は
協
調
と

融
和
を
図
り
、

可
能
な
限
り
協
力
と
支
援
を
行
う

。

3
新
規
進
出
企
業
は
無
公
害
を
基
本
的
の
原
則
と
す
る
。

4
異
業
種
企
業
の
誘
導
を
図
る

。

5
女
性
型
企
業
や
中
高
年
向
き
企
業
の
誘
導
に
努
め
る
。
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6
進
出
企
業
の

村
内
協
力
工
場
の

開
拓
、

推
進
を
行
う
。

工
業
の
誘
致
は
、
そ
の
時
の
経
済
の
動
き
に
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、

進
出
し
た
企
業
の
業
績
が
悪
化
す
れ
ば
、
せ
っ
か
く
進
出
し
た
企

業
も
撤
退
し
て
し
ま
う
と
も
か
ぎ
ら
な
い
。
昨
今
の
円
高
不
況
は
、

輸
出
関
連
産
業
を
中
心
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
経
済

の
動
き
が
、
鳴
沢
村
の
工
業
に
今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
鈴
木

利
秋
)
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